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日
本
橋
よ
り
四
方
五
六
里
内
外
、
徒
歩
し
て
往
復
の
出
來
る
範
圍
内
の
地
を
、
こ
ゝ
に
東
京
の
近
郊
と
稱
す
。

南
は
、
品
川
灣
也
。
東
に
は
、
江
戸
川
（
小
利
根
と
も
い
ふ
）
あ
り
。
西
に
は
多
摩
川
あ
り
。
荒
川
（
下
流
は

隅
田
川
、
大
川
）
そ
の
中
央
を
流
る
。
東
京
の
近
郊
は
、
以
上
の
三
大
川
を
有
し
、
臺
地
と
低
地
と
に
分
る
。

東
よ
り
北
へ
か
け
て
は
低
地
に
し
て
、
西
よ
り
北
へ
か
け
て
は
臺
地
也
。
こ
の
臺
地
が
、
い
に
し
へ
の
所
謂
武

藏
野
也
。
武
藏
野
、
今
や
野
に
あ
ら
ず
し
て
、
畑
也
。
其
大
部
分
は
、
埼
玉
縣
に
屬
す
。
日
本
國
中
、
最
も
麥

の
收
穫
の
多
き
は
埼
玉
縣
な
る
が
、
こ
の
臺
地
、
水
田
と
な
す
に
由
な
け
れ
ば
、
自
然
に
多
く
麥
を
植
ゑ
る
に

由
る
な
る
べ
し
。
臺
地
も
間
斷
あ
り
。
其
の
凹
め
る
處
は
、
小
川
流
れ
、
水
田
あ
り
。
其
の
川
の
水
、
池
よ
り

出
づ
る
も
あ
れ
ど
、
臺
地
方
面
の
近
郊
に
て
は
、
多
く
玉
川
上
水
の
水
を
ひ
け
り
。
玉
川
上
水
は
、
啻
に
東
京

市
内
に
入
り
て
、
飮
用
に
供
せ
ら
る
ゝ
の
み
な
ら
ず
、
用
水
と
し
て
田
に
引
か
る
ゝ
も
の
、
二
十
餘
處
の
多
き

に
及
べ
り
。

　
簸
川
平
原
は
、
山
陰
道
に
て
は
第
一
の
平
原
な
る
が
、
西
風
つ
よ
け
れ
ば
、
こ
の
平
原
の
農
家
は
、
西
方
に

一
列
の
木
立
を
ひ
か
へ
た
る
の
み
に
て
、
明
る
し
。
武
藏
野
の
農
家
は
、
四
面
に
木
立
を
帶
ぶ
る
を
以
て
薄
暗

く
し
て
陰
鬱
也
。
東
海
道
は
、
東
京
よ
り
神
奈
川
に
至
る
ま
で
、
幾
ん
ど
家
つ
ゞ
き
な
る
が
、
木
立
は
つ
ゞ
か

ざ
れ
ば
、
路
は
明
る
し
。
甲
州
街
道
は
、
東
京
よ
り
七
八
里
の
間
、
家
つ
ゞ
き
に
し
て
、
兼
ね
て
森
林
つ
ゞ
き

な
れ
ば
、
太
だ
陰
鬱
也
。
冬
は
日
光
あ
ま
り
當
ら
ず
し
て
、
雨
餘
の
路
惡
る
け
れ
ど
、
そ
の
代
り
に
、
夏
は
凉

し
。
街
道
に
は
、
多
く
竝
木
あ
る
も
の
な
る
が
、
甲
州
街
道
の
如
き
、
森
林
つ
ゞ
き
の
街
道
は
、
稀
に
見
る
所
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也
。
村
路
に
至
る
ま
で
も
、
路
幅
は
廣
し
、
東
郊
の
低
地
は
、
路
明
る
け
れ
ど
、
西
郊
の
臺
地
は
、
樹
林
を
帶

び
て
、
路
何
と
な
く
陰
氣
也
。

　
農
家
の
帶
び
た
る
樹
木
に
は
、
欅
多
し
。
凡
そ
東
京
近
郊
の
臺
地
ば
か
り
、
欅
の
多
き
處
は
天
下
幾
ん
ど
其

比
な
か
る
べ
し
。
中
に
も
欅
の
竝
木
の
見
事
な
る
は
、
府
中
の
大
國
魂
神
社
（
六
所
明
神
）
也
。
雜
司
ヶ
谷
の

鬼
子
母
神
、
之
に
次
ぐ
。

　
日
本
は
古
來
、
農
國
也
。
毎
年
同
じ
處
に
、
同
じ
も
の
を
植
う
る
を
以
て
、
多
く
肥
料
を
要
す
。
其
肥
料
に

は
、
人
糞
を
充
つ
。
都
下
二
百
萬
人
の
糞
、
一
半
は
糞
舟
に
て
海
に
向
ひ
、
一
半
は
糞
車
に
の
せ
ら
れ
て
近
郊

に
出
づ
。
大
山
街
道
、
甲
州
街
道
、
東
山
道
、
奧
州
街
道
の
如
き
、
都
の
出
口
は
、
糞
車
ひ
き
も
き
ら
ざ
る
は
、

閉
口
也
。
二
子





の
渡
の
如
き
は
、
晩
方
に
な
れ
ば
、
來
る
は
〳
〵
、
糞
車
數
百
の
多
き
に
及
ぶ
。
神
經
家
あ
り

て
、
糞
車
と
同
舟
す
る
こ
と
を
嫌
は
ば
、
終
に
渡
る
に
由
な
か
る
べ
し
。

　
武
藏
野
の
畑
と
な
ら
ぬ
處
は
、
雜
木
林
也
。
雜
木
と
は
、
櫟
、
榛
木
な
ど
、
木
材
と
な
ら
ず
し
て
、
お
も
に

薪
炭
に
用
ゐ
ら
る
ゝ
も
の
也
。
そ
の
雜
木
、
西
郊
に
は
、
路
ば
た
に
も
あ
り
。
東
郊
に
は
、
あ
ぜ
路
に
つ
ら
な

れ
り
。

　
菜
花
は
、
田
野
の
春
を
か
ざ
り
し
も
の
な
る
が
、
と
も
し
油
幾
ん
ど
す
た
れ
、
石
油
一
般
に
用
ゐ
ら
る
ゝ
に

及
び
て
、
菜
花
の
美
も
な
く
な
れ
り
。
西
郊
に
は
、
全
く
無
し
。
東
北
郊
に
は
遠
く
は
な
れ
て
、
を
り
〳
〵
之

を
見
る
。

　
花
木
の
觀
を
言
は
む
に
、
近
郊
に
、
梅
園
少
な
か
ら
ず
。
そ
の
中
に
て
、
最
も
木
ぶ
り
枝
ぶ
り
の
見
る
べ
き
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は
、
江
東
の
龜
井
戸
の
臥
龍
梅
也
。
梅
園
と
し
て
、
美
事
な
る
は
、
西
南
部
の
蒲
田
の
梅
屋
敷
也
。
こ
の
二
園

を
見
れ
ば
十
分
な
る
が
、
な
ほ
江
東
に
は
、
木
下
川
梅
園
、
向
島
の
百
花
園
あ
り
。
百
花
園
に
は
、
秋
草
も
あ

り
。
西
郊
に
は
、
新
宿
停
車
場
よ
り
程
近
き
角
筈
の
銀
世
界
、
蒲
田
の
梅
屋
敷
よ
り
程
遠
か
ら
ぬ
原
村
の
立
春

梅
あ
り
。
多
摩
川
の
か
な
た
に
、
小
向
梅
園
あ
り
た
れ
ど
、
去
年
よ
り
す
た
れ
た
り
。

　
櫻
は
、
小
金
井
の
櫻
、
天
下
の
美
觀
也
。
東
京
に
は
、
吉
野
櫻
と
い
ふ
も
の
多
し
。
生
長
も
早
し
。
十
年
も

た
て
ば
、
可
成
り
大
き
く
な
り
て
、
滿
樹
花
を
帶
ぶ
。
飛
鳥
山
、
向
島
、
そ
の
他
、
諸
所
の
櫻
、
多
く
は
こ
れ

也
。
吉
野
と
い
ふ
は
、
吉
野
山
の
櫻
と
い
ふ
意
味
に
あ
ら
ず
、
染
井
の
吉
野
と
い
ふ
植
木
屋
の
名
に
出
で
た
る

も
の
な
り
と
聞
け
り
。
小
金
井
の
櫻
は
、
吉
野
山
の
山
櫻
を
移
植
せ
る
も
の
に
て
、
東
京
附
近
に
は
、
其
類
ま

れ
也
。
玉
川
の
上
水
を
は
さ
ん
で
、
兩
岸
に
連
な
る
こ
と
凡
そ
一
里
半
。
樹
も
老
い
て
大
也
。
下
流
の
方
に
、

東
京
に
あ
り
ふ
れ
の
吉
野
櫻
を
植
ゑ
た
る
は
、
狗
尾
續
貂
の
觀
な
し
と
せ
ず
。
櫻
の
最
も
多
き
は
、
荒
川
堤
也
。

一
に
熊
ヶ
谷
土
手
と
も
い
ふ
。
凡
そ
三
四
里
、
荒
川
の
左
岸
に
あ
り
、
千
住
を
過
ぎ
て
向
島
の
櫻
に
連
な
る
、

小
金
井
と
荒
川
堤
と
が
、
東
京
近
郊
の
み
な
ら
ず
、
之
を
天
下
の
美
觀
と
云
ひ
て
も
可
な
る
べ
し
。

　
桃
は
、
市
川
、
中
山
、
越
ヶ
谷
、
や
ゝ
遠
く
し
て
、
野
田
、
八
村
み
な
桃
也
。
こ
れ
天
下
無
比
の
壯
觀
也
。

牡
丹
は
本
所
四
ツ
目
の
牡
丹
園
、
美
觀
を
き
は
む
。
躑
躅
は
、
大
久
保
。
藤
は
、
龜
井
戸
天
神
。
や
ゝ
遠
く
し

て
は
、
粕
壁
在
の
藤
、
千
年
の
古
木
に
し
て
、
房
の
長
さ
五
六
尺
に
及
ぶ
。
菖
蒲
は
、
堀
切
が
有
名
な
り
し
が
、

近
年
蒲
田
に
、
菖
蒲
園
出
來
た
り
。
恐
ら
く
は
、
こ
れ
關
東
第
一
な
る
べ
し
。
京
都
は
楓
多
く
し
て
、
櫻
少
な

し
。
之
に
反
し
て
、
東
京
は
櫻
多
く
し
て
、
楓
少
な
し
。
瀧
野
川
が
楓
名
所
に
て
は
、
大
い
に
物
足
ら
ぬ
心
地
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す
。

　
根
岸
の
御
行
の
松
、
東
京
第
一
の
名
木
也
。
も
し
、
大
を
言
は
ば
、
麻
布
善
福
寺
の
銀
杏
な
る
べ
し
。
小
岩

不
動
に
は
、
星
下
り
松
、
四
抱
へ
も
あ
り
て
、
高
く
立
ち
、
影
向
松
、
十
間
四
方
に
ひ
ろ
が
る
。
こ
の
二
木
を

あ
は
せ
得
て
、
東
京
近
郊
に
於
け
る
、
松
の
奇
觀
也
。
木
下
川
藥
師
の
富
の
松
、
八
代
將
軍
の
命
名
せ
し
と
か

に
て
、
横
に
長
き
も
、
亦
奇
觀
也
。

　
近
郊
に
て
、
最
も
繁
昌
せ
る
寺
は
、
川
崎
大
師
（
眞
言
宗
）
、
池
上
の
本
門
寺
（
日
蓮
宗
）
、
目
黒
の
不
動

（
天
台
宗
）
、
堀
内
の
祖
師
（
日
蓮
宗
）
、
新
井
の
藥
師
（
眞
言
宗
）
、
雜
司
ヶ
谷
の
鬼
子
母
神
（
日
蓮
宗
）
、

西
新
井
の
大
師
（
眞
言
宗
）
、
柴
又
の
帝
釋
天
（
日
蓮
宗
）
、
中
山
の
法
華
經
寺
（
日
蓮
宗
）
、
い
づ
れ
も
、

酒
樓
旅
館
を
ひ
か
へ
て
、
近
郊
に
て
、
最
も
繁
昌
す
る
寺
也
。
關
東
は
日
蓮
宗
の
本
場
に
て
、
日
蓮
宗
の
寺
は
、

到
る
處
に
繁
昌
す
。
池
上
の
本
門
寺
と
、
中
山
の
法
華
經
寺
と
は
、
甲
州
の
身
延
山
と
共
に
、
日
蓮
宗
の
三
大

寺
也
。
南
の
川
崎
大
師
、
北
の
西
新
井
大
師
、
こ
れ
近
郊
に
於
け
る
眞
言
宗
の
二
大
寺
也
。
さ
れ
ど
、
い
か
に

も
神
聖
清
淨
の
地
と
思
は
る
る
は
、
奧
澤
の
九
品
佛
（
淨
土
宗
）
と
、
谷
原
村
の
新
高
野
山
（
眞
言
宗
）
と
也
。

　
關
東
は
、
源
氏
の
故
國
と
て
、
到
る
處
、
八
幡
宮
多
し
。
さ
れ
ど
、
八
幡
宮
は
、
例
の
御
利
益
な
け
れ
ば
、

ど
こ
も
餘
り
繁
昌
せ
ず
。
伊
勢
屋
稻
荷
に
犬
の
糞
は
、
江
戸
に
多
き
も
の
に
數
へ
ら
れ
け
む
。
や
は
り
稻
荷
が

八
幡
宮
よ
り
も
多
く
し
て
、
且
つ
繁
昌
す
。
雜
司
ヶ
谷
の
威
光
天
（
稻
荷
の
佛
化
せ
る
名
）
、
王
子
の
稻
荷
、

砂
村
の
疝
氣
稻
荷
を
始
め
と
し
、
稻
荷
は
到
る
處
に
繁
昌
し
た
り
し
が
、
近
年
、
羽
田
の
穴
守
稻
荷
、
急
に
繁

昌
し
始
め
、
あ
ら
ゆ
る
稻
荷
の
繁
昌
を
、
ひ
と
り
に
て
、
し
よ
つ
て
立
つ
の
觀
あ
り
。
十
數
年
前
に
は
、
沮
洳
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蘆
荻
の
み
な
り
し
地
に
、
鑛
泉
宿
、
料
理
店
、
賣
店
、
櫛
比
し
て
、
わ
ざ
〳
〵
電
車
も
通
ず
る
に
至
れ
り
。
な

ほ
、
古
き
社
に
は
、
大
宮
の
氷
川
神
社
（
官
幣
大
社
）
、
府
中
の
大
國
魂
神
社
（
官
幣
小
社
）
あ
り
。
氷
川
神

社
は
、
林
泉
の
美
を
ひ
か
へ
た
り
。
一
風
か
は
れ
る
は
、
矢
口
村
の
新
田
神
社
、
新
田
義
興
を
祀
る
。
木
下
川

藥
師
の
留
魂
祠
、
勝
海
舟
が
西
郷
南
洲
の
爲
に
た
て
た
り
。
若
林
村
の
松
陰
神
社
、
吉
田
松
陰
を
祀
る
。
其
墓

も
あ
り
、
小
塚
原
の
刑
場
よ
り
移
し
た
る
も
の
也
。

　
明
治
の
名
士
の
墓
は
、
多
く
青
山
埋
葬
地
に
あ
り
。
大
久
保
利
通
、
後
藤
象
次
郎
、
西
郷
從
道
、
川
上
大
將
、

野
津
中
將
、
副
島
種
臣
、
廣
瀬
中
佐
、
落
合
直
文
、
尾
崎
紅
葉
、
市
川
團
十
郎
な
ど
の
墓
、
こ
ゝ
に
あ
り
。
中

谷
埋
葬
地
に
も
、
可
成
り
名
士
の
墓
多
し
。
市
内
に
て
は
、
泉
岳
寺
の
四
十
七
士
の
墓
、
回
向
院
の
鼠
小
僧
の

墓
、
白
金
の
立
行
寺
の
大
久
保
彦
左
衞
門
の
墓
、
最
も
有
名
に
し
て
、
參
詣
者
も
多
し
。
郊
外
に
出
で
て
は
、

品
川
の
東
海
寺
の
墓
域
に
、
澤
庵
和
尚
、
賀
茂
眞
淵
、
服
部
南
郭
の
墓
あ
り
。
海
晏
寺
に
、
岩
倉
具
視
、
松
平

春
嶽
の
墓
あ
り
。
海
晏
寺
よ
り
程
遠
か
ら
ぬ
大
井
村
の
山
内
家
の
墓
域
に
、
山
内
容
堂
の
墓
あ
り
。
本
門
寺
に

は
、
狩
野
探
幽
、
星
亨
の
墓
あ
り
。
目
黒
不
動
の
ほ
と
り
、
比
翼
塚
、
權
八
小
柴
を
合
葬
す
と
て
、
有
名
也
。

洗
足
池
畔
に
勝
海
舟
の
墓
あ
り
。
世
田
ヶ
谷
の
豪
徳
寺
に
、
井
伊
直
弼
の
墓
あ
り
。
板
橋
停
車
場
の
傍
に
、
近

藤
勇
の
墓
あ
り
。
山
谷
に
は
、
高
尾
の
墓
、
揚
卷
助
六
の
墓
あ
り
。
橋
場
の
總
泉
寺
に
、
平
賀
源
内
の
墓
あ
り
。

少
し
市
内
に
入
れ
ば
犬
の
墓
多
き
は
本
所
の
回
向
院
、
貴
族
の
立
派
な
る
墓
多
き
は
深
川
の
靈
嚴
寺
也
。
音
羽

の
護
國
寺
の
東
北
の
横
手
、
寺
も
何
も
無
き
處
に
、
室
鳩
巣
、
柴
野
栗
山
、
古
賀
精
里
、
古
賀
侗
菴
、
尾
藤
二

州
、
岡
田
寒
泉
な
ど
の
墓
、
累
々
と
し
て
相
竝
ぶ
、
之
を
稱
し
て
、
儒
者
棄
場
と
云
へ
り
。
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古
戰
場
と
し
て
は
、
小
利
根
の
彼
方
の
國
府
臺
、
里
見
氏
と
北
條
氏
と
相
戰
ひ
し
處
、
多
摩
川
の
此
方
の
分

倍
河
原
、
義
貞
が
北
條
の
軍
と
戰
ひ
、
足
利
成
氏
と
上
杉
房
顯
と
戰
ひ
、
北
條
氏
康
と
上
杉
朝
興
と
戰
ひ
し
處

也
。
矢
口
の
渡
は
、
多
摩
川
の
川
筋
か
は
り
し
に
つ
れ
て
、
む
か
し
と
は
異
な
れ
ど
、
新
田
義
興
の
遺
恨
を
と
ゞ

む
る
處
也
。

　
近
郊
に
は
、
桐
ヶ
谷
、
目
黒
不
動
、
喜
多
見
不
動
、
等
々
力
、
十
二
社
、
深
大
寺
、
王
子
な
ど
、
諸
處
に
瀧

と
名
の
つ
く
も
の
多
し
。
い
づ
れ
も
人
造
に
か
ゝ
り
て
、
馬
の
小
便
み
た
や
う
な
も
の
也
。
も
し
瀧
と
思
ひ
て
、

往
い
て
見
な
ば
、
大
い
に
失
望
す
べ
し
。
こ
れ
ら
は
總
べ
て
、
見
る
爲
に
あ
ら
ず
し
て
、
夏
日
浴
す
る
爲
に
の

み
設
け
ら
れ
た
る
も
の
也
。

　
十
二
社
の
池
、
三
寶
寺
池
、
舊
神
田
上
水
の
源
な
る
井
の
頭
池
な
ど
、
池
と
名
の
つ
く
も
の
多
け
れ
ど
も
、

山
湖
の
趣
を
有
す
る
は
、
西
郊
の
洗
足
池
の
み
也
。

　
關
東
平
原
は
、
日
本
國
中
、
最
も
大
な
る
平
原
也
。
隨
つ
て
東
京
の
近
郊
は
、
箱
庭
的
の
風
景
な
く
し
て
、

所
謂
大
陸
的
也
。
こ
れ
東
京
近
郊
の
特
色
也
。
而
し
て
眺
望
の
佳
な
る
は
、
市
内
に
て
は
愛
宕
山
が
第
一
也
。

市
外
に
出
で
て
は
、
品
川
の
品
川
神
社
、
市
街
と
海
と
山
野
と
の
眺
望
を
か
ね
た
り
。
國
府
臺
脚
下
に
小
利
根

を
見
下
ろ
し
、
三
里
の
平
田
を
隔
て
て
、
東
京
の
全
市
を
望
む
。
百
草
園
後
に
富
士
、
及
び
甲
相
の
連
山
を
望

み
、
前
に
多
摩
川
を
隔
て
て
、
武
藏
野
を
見
渡
す
。
立
川
の
普
濟
寺
、
偉
大
な
る
玉
川
の
砂
磧
を
見
下
ろ
し
て
、

遙
に
富
士
を
仰
ぎ
、
甲
武
の
山
を
望
む
。
荒
幡
の
新
富
士
、
東
村
山
の
停
車
場
よ
り
二
十
餘
町
に
し
て
達
す
、

狹
山
の
連
山
を
見
下
ろ
し
、
四
方
に
關
東
八
州
を
見
渡
す
。
以
上
の
六
箇
處
、
わ
れ
名
づ
け
て
東
京
の
六
大
眺
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望
と
稱
す
。
こ
の
外
、
大
森
の
八
景
園
、
池
上
の
本
門
寺
、
道
灌
山
、
飛
鳥
山
な
ど
、
可
成
り
の
眺
望
あ
り
。

小
利
根
川
口
の
蘆
花
、
舊
神
田
上
水
流
域
の
新
緑
、
い
づ
れ
も
見
る
べ
し
。
小
利
根
と
荒
川
と
に
於
け
る
白
帆

も
、
關
東
に
於
け
る
美
觀
也
、
否
、
關
東
平
原
の
一
特
色
也
。
東
京
の
紳
士
が
一
夜
ど
ま
り
の
贅
澤
を
な
さ
む

と
せ
ば
、
南
に
大
森
、
池
上
、
羽
田
、
東
に
向
島
、
北
に
や
ゝ
遠
く
は
な
れ
て
大
宮
の
氷
川
公
園
あ
る
べ
し
。

　
市
内
よ
り
近
郊
へ
か
け
て
、
人
造
の
富
士
山
多
き
も
、
東
京
の
一
特
色
也
。
試
み
に
ざ
つ
と
數
へ
て
見
む
に
、

深
川
八
幡
、
砂
村
の
元
八
幡
、
品
川
神
社
、
千
駄
ヶ
谷
の
八
幡
、
護
國
寺
、
高
田
の
水
稻
荷
、
落
合
村
、
中
里

村
、
中
目
黒
、
境
公
園
、
駒
込
な
ど
に
あ
り
。
い
づ
れ
も
、
數
丈
の
高
さ
に
つ
み
上
げ
た
る
も
の
な
る
が
、
そ

の
中
に
て
、
荒
幡
の
新
富
士
が
比
較
的
に
最
も
大
也
。

　
以
上
、
地
名
の
臚
列
、
或
ひ
は
、
遠
足
と
自
然
美
と
の
趣
味
を
解
せ
ざ
る
者
に
は
、
面
白
か
ら
ざ
る
べ
し
。

さ
れ
ど
、
も
し
時
節
柄
、
納
涼
を
思
は
ば
、
瀧
の
條
に
注
意
す
べ
し
。
遠
足
と
自
然
美
と
に
趣
味
を
有
す
る
者

は
、
請
ふ
、
參
謀
本
部
刊
行
の
二
十
萬
分
一
の
地
圖
と
二
萬
分
一
の
地
圖
を
求
め
て
、
對
照
せ
よ
。

　
余
は
常
に
地
圖
を
ひ
ろ
げ
て
、
視
て
樂
し
む
。
臥
遊
と
は
、
こ
れ
に
や
。
一
窓
の
風
雨
、
曾
遊
の
跡
を
た
ど

り
て
、
記
し
て
同
好
の
士
に
示
す
も
の
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
四
十
年
）
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